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62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟

な支援により、安心して暮らせている

（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

61

58

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお

おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

2. 職員の２/３くらいが

68

60

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている

（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な

く過ごせている

（参考項目：30,31）

59

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている

（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満

足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が

3. あまり増えていない

利用者は、職員が支援することで生き生きした表

情や姿がみられている

（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係

者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理

解者や応援者が増えている

（参考項目：4）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

57

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が

ある

（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地

域の人々が訪ねて来ている

（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

2. 少しずつ増えている

4. ほとんどできていない

56

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向

を掴んでいる

（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求

めていることをよく聴いており、信頼関係ができ

ている

（参考項目：9,10,19）
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法人名 有限会社　グループホーム天意

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

ご利用者ご自身の意思を尊重しながら、できることは職員と一緒におこない、できずらいこと

は、「してあげる」ではなく支えあいながらの姿勢で共に和気藹々と過ごされている。

旬の野菜、魚もいち早く食卓にあがり楽しまれている。野菜の皮むきや切ることが得意なご利

用者　　が数名おられ、毎日のように昼食、夕食の準備を手伝って下さり、活き活きとされて

いる姿がみられている。

事業所名

評価結果市町村受理日

グループホーム天意

平成２６年５月１６日

長崎県五島市大荒町1310番地12所在地

評価機関名

自己評価作成日

http://ngs-kaigo-kohyo.pref.nagasaki.jp/kaigosip/Top.do

平成２６年７月７日

訪問調査日 平成２６年６月１０日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

“グループホーム天意”の理念は、『「笑顔と元気と温かい」介護でほっとする家庭。「その人らしさの尊厳を自己決

定権」と捉え、今その人にある機会を活かす介護を探求しよう』である。ホーム内では“ほっとする”時間が流れ、

ご自分のペースで生活されている。管理者を中心に、職員のチームワークも良くなっており、言葉遣いにも配慮

し、日々“待つケア”が続けられている。ケアの前には必ず声かけが行われるようになり、「今日は何をしましょうか

ね」と言う職員からの質問に、天気が良い日は「買い物」や「散歩」と言われる方が多く、職員と一緒に出かける姿

が日常となっている。リビングの外に遊びに来る子猫を眺める事も楽しみで、ご利用者の皆様は愛おしい目で子

猫を見つめておられた。グループホーム“天意”の名前は、“思いが天まで届け！”と言う願いを込めて施設長が

命名されており、今後も日々の生活の中で、ご利用者お一人お一人の思いを大切に把握し、今後も“その人らし

さ”が発揮できる機会を増やしていく予定にしている。

基本情報リンク先

評価確定日 平成２６年６月２３日

所在地



自己評価自己評価自己評価自己評価およびおよびおよびおよび外部評価結果外部評価結果外部評価結果外部評価結果

ⅠⅠⅠⅠ....理念理念理念理念にににに基基基基づくづくづくづく運営運営運営運営

福江中学の職場体験で、「福祉に進みたい」という

学生には仕事のやりがいや辛さも伝えており、「ｹ

ｱの仕方が理解できた」等の感想文も頂いた。敬

老会にはﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方も来て下さり、楽しいひと

時となっている。近隣のお墓参りに来られた方に

は、ﾎｰﾑの駐車場を提供している。

ご利用者は、子供達との交流を喜ばれ

ている。今後も引き続き、ホームの運動

会や敬老会、納涼祭等で保育園児の方

に踊りを披露して頂くなど、子供達との

交流の機会を増やしていきたいと考えて

いる。

運動会、敬老会などﾎｰﾑの大きな行事に

は、地域の住民や近くの保育園児の声かけ

をおこなっている。地区の総会や会議には、

代表が出席している。

次のステップに向けて期待したい内容

外部評価外

部

自

己 実践状況実践状況

自己評価

理念の最初に掲げている、「笑顔と元気と温かい」

介護でほっとする家庭を目指し、食事は手作り

で、地元の方言などを交えて会話をするように心

がけている。「その人らしさの尊厳を自己決定権」

と捉え、日々の生活の中で、ご本人の意思決定を

大切にされている。

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理

念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して

実践につなげている

ｽﾀｯﾌ会議などの時に、自分達の振り返りを

おこない又新人職員にも必ず、施設長、管

理者がﾎｰﾑの理念、介護目標などを伝えて

いる。

（1） ○理念の共有と実践

散歩時などに地域の人達と話す機会を多く

持つことで、相談を受けたり、ｱﾄﾞﾊﾞｲｽできる

こともあります。お役にたてることがないか

心がけている。

○事業所の力を活かした地域貢献

（2）

1

2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる

よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交

流している

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症

の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け

て活かしている

3

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み ２５年度には、消防署の方からｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰの作動

の事や避難誘導に関する講和をして頂いた。外

部評価（自己評価）結果も報告し、今後の取り組

みへのｱﾄﾞﾊﾞｲｽを頂く事ができた。会議には、ほぼ

全員のご利用者が毎回参加されており、ご利用者

も一緒に資料を読まれている。

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、

評価への取り組み状況等について報告や話し合

いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし

ている

２ケ月に１回開催している。会議でご利用者

さんの健康状態、行事、防火安全などにつ

いて、その都度ご意見をくみあげながら、

ｻｰﾋﾞｽ向上に繋げている。

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所

の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝

えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

介護保険の申請等も含めて、市の窓口を訪問し

ている。市の担当職員とは顔見知りであり、ホー

ムの状況を報告している。医療費の負担金の事

や手帳に関する相談をした時も、親身に相談に応

じて下さり、病院への連絡などもして下さった。

生活保護、権利擁護、障害担当者に、手帳

の更新手続き医療券などの発行受診などに

ついての相談と連携をおこなっている。

6

身体拘束をしないｹｱを職員で話し合い、職

員も拘束について理解して支援に当たって

いる。新人職員にも、どのようなことが拘束

にあたるかなども伝えている。

「身体拘束ｾﾞﾛへの手引き」やﾏﾆｭｱﾙもあり、職員

にも伝達している。家族とも相談し、転落の可能

性がある方には畳に休んで頂いている。身体拘

束を一時的に行う場合も、ｽﾀｯﾌ会議で話し合いを

行っている。入居時に混乱が強かった方も、入居

後は笑顔が見られている。

今後も、身体拘束の３つの要件（切迫

性・非代替性・一時性）を満たしているか

の検討を深め、記録に残していく予定で

ある。特に“非代替性”に通じる対応方

法を数多く検討し、諦めない取り組みを

続けていきたいと考えている。

（5）

代表者および全ての職員が「介指定基準におけ

る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し

ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ

アに取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい

て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で

の虐待が見過ごされることがないよう注意を払

い、防止に努めている

7 ○虐待の防止の徹底

虐待の具体的内容を挙げ、職員に伝えてい

る。又虐待行為などが見過ごされることがな

いよう、注意を払いながら、問題意識の徹

底を図っている。



外

部

自己評価 外部評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
権利擁護を利用されているご利用者さんも

おられるので、外部研修に参加したり、権利

担当職員に質問をし、ご家族の相談にも

のっている。（契約解除についても学ぶこと

ができた）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年

後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要

性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支

援している

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者

や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を

行い理解・納得を図っている

9 ○契約に関する説明と納得
入居前には、ご利用者、ご家族に見学をし

ていただき、説明をおこない、質問などもう

けている。契約時は、内容、重要事項の説

明をおこない、疑問に思うことも遠慮なく

言っていただけるよう常に申しあげている。

10

自

己

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な

らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営

に反映させている

（6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

ご利用者が地元でなじみの関係ができてい

る。職員もご家族を知っている人が多く、面

会時は、要望なども職員や管理者に遠慮な

く話されている。

面会時や電話の時に、家族に暮らしぶりを報告し

ており、“天意だより”も復活させる予定である。

「買い物の日を多くしてもらいたい」「ﾀｸｼｰ券を使

い、自分で本を買いに行きたい」「できる事はさせ

て欲しい」「脳トレをさせて欲しい」など、ご本人や

家族から要望を伺っている。

毎月の会議には職員全員が参加し、行事の反省

会等も行っている。社長にも意見が伝えやすく、

施設長も日々の頑張りを評価して下さっている。

早出、日勤、遅出の業務分担を明確にする事で、

ご利用者と関わる時間が増え、研修にも交代で行

けるようにしている。

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

スタッフ会議で職員一人一人の意見を聞き

ながら、運営に反映させている。

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や

提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

職員が働きやすいような勤務時間の調整

や、楽しくやりがいのある職場作りの為に、

施設長、管理者も努力し、職能評価もできて

いる。

管理者は職員一人ひとりのｹｱについても、

力量、考え方についても把握し、研修参加

の声かけをおこない、参加できるように配慮

している。認知症ｹｱ学会にも参加している

職員もいる。

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤

務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい

など、各自が向上心を持って働けるよう職場環

境・条件の整備に努めている

14

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実

際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会

の確保や、働きながらトレーニングしていくことを

進めている

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機

会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問

等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい

く取り組みをしている

○同業者との交流を通じた向上

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎーﾑの事例発表などにも参加し、交

流をおこなったりして、質の向上に努めてい

る。



ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援

ﾘﾊﾋﾞﾘ体操や、脳ﾄﾚ、歌など楽しむ中で、興

味のあることは、声かけしている。また野菜

などの下処理の得意なかたにはお任せし

て、刻み食のかたの刻みもして下っている。

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、

本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支

えていく関係を築いている

ご家族様には、面会時は日ごろの状況をお伝え

したり遠方におられる方には、電話、手紙で知ら

せている。ご本人さんの誕生会や行事の時は、

一緒に食事などをしていただけるよう呼びかけを

おこない、一緒に楽しむことができるようにしてい

る

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、

暮らしを共にする者同士の関係を築いている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ

の時」まず必要としている支援を見極め、他の

サービス利用も含めた対応に努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

入居の相談があったときは、事情などを伺う

なかで、必要に応じて連携施設や、他の介

護保険施設などの説明をわかる範囲でおこ

ない助言をしている。

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ

と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の

安心を確保するための関係づくりに努めている

○初期に築く本人との信頼関係

ご本人さんの困っていること、不安なこと、ど

のようにしてもらいたいかなどを、まずじっく

りと聞くことに重点を置き、要因、背景を探っ

ていくよう取り組んでいる。

外

部

自己評価自

己

15

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

ご家族の困っていること、要望、不安を聞

き、わかりやすく掘り下げて説明をおこな

い、聞き忘れた事はいつでも対応できる関

係作りに努めている。

サービスを導入する段階で、家族等が困っている

こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係

づくりに努めている

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場

所との関係が途切れないよう、支援に努めている

ﾚｸﾚｰｼｮﾝや食事、おやつ時、日向ぼっこ、

散歩などの時、職員は互いの関係に配慮

し、特に座席の配置にも配慮し、ﾎｰﾙ内で

支えあえる関係が築かれている。

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ

ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような

支援に努めている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

ご利用者と一緒になじみの店に出かけた

り、牛を見に出かけたり、遠方にいる友人と

手紙のやりとりができるように支援に努めて

いる。

地元の民生委員の訪問も恒例で、馴染みの方々

の面会は多い。同一敷地内の有料ﾎｰﾑやデｲの

利用者とも交流があり、楽しいひと時を過ごされて

いる。職員が美容院やｽｰﾊﾟｰ等にお連れしてお

り、お墓参りや地元のﾄﾞﾗｲﾌﾞにも行かれ、玉之浦

の灯台も喜んで下さった。

外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

21 ○利用者同士の関係の支援
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一度ご縁があって入居されたことを大切に

していき、退去後もご様子などをご家族、親

類に伺うなど気軽に声かけなどもして下さ

り、時にはご相談もうけることもある。

○関係を断ち切らない取組み

食事作りや入浴中の会話などから、ご利用者の

思いを把握している。意思疎通が難しい方は、し

ぐさや行動から把握するように努めており、聴覚

障害の方とは筆談も行っている。ご利用者や家族

の意向を記録に残し、職員全員で共有している。

入居時はもとより、一人一人の思いや暮らし

方、これまでの生活ぶりなどを、ご本人から

聞ける時はお聞きし、その人らしい生活が

送れるよう取り組んでいる。

22

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関

係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族

の経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環

境、これまでのサービス利用の経過等の把握に

努めている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握

に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し

ている

26 （10）

ご家族が面会に見えられた時、ご本人を交

えて話し合いをおこなっている。島外におら

れる方には、お電話で話をお聞きしている。

職員会議でｶﾝﾌｱﾚﾝｽ、モニタリングをおこな

い介護計画を作成している。

計画作成担当者が計画の原案を作成し、毎月の

会議で検討されている。ご利用者等にわかりやす

い言葉で表現されており、ご本人のお好きな事

（本を読む、編み物をする、買い物等）も盛り込ま

れている。ﾘﾊﾋﾞﾘの視点も大切にしており、生活ﾘﾊ

ﾋﾞﾘ以外に脳ﾄﾚなども行われている。

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方

について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、

それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即

した介護計画を作成している

25 ○暮らしの現状の把握
一人一人のできること、得意なことは見極め

を常に職員間でだしあい、把握している。そ

の時の状況に応じて、できる日もあるので

声かけはおこなうが、無理せず本人の意向

に任せている。

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する

力等の現状の把握に努めている

○個別の記録と実践への反映27

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を

個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら

実践や介護計画の見直しに活かしている

医療機関への受診援助、友人親類宅への

訪問援助希望により自宅への外出などでき

ることは、柔軟な対応をしている。中学生の

体験学習の受け入れ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱも希望があ

れば受け入れる。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

自

己

外

部

自己評価

日々のケｱにﾁｪｯｸをおこない職員が情報を

共有できるようにしている。実践、結果から

気づき見直しなども話し合っている。

○チームでつくる介護計画とモニタリング

地元でその方の生活ぶり、環境を解る職員

も多く、個々の希望などをお聞きし、職員会

議でだしあっている。

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ

に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟

な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容



火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず

利用者が避難できる方法を日常的に防火管理及

び消火、避難訓練等を実施することにより、全職

員が身につけるとともに、地域との協力体制を築

いている

また、火災等を未然に防ぐための対策をしている

（13）35

災害時の避難訓練は、年２回総合（通報、

避難、消火）を行っている。運営推進会議に

おいても消防署の職員に参加していただ

き、職員も意識を持って取り組んでいる。

今後も引き続き、近隣や地域住民の

協力体制（役割分担）を改めてお願

いに行くと共に、昼夜を問わず、全

職員が通報・避難誘導ができるよう

に、２ケ月に１回は自主訓練をして

いきたいと考えている。

ご利用者と消防署、消防団、消火設備業者と一緒

に、併設施設と合同で昼夜想定の訓練を行ってお

り、町内会長も見学に来て下さった。山水が多い

地区でもあり、市役所に溝の対策をお願いしてい

る。市から注意報が有線で流れてきており、日常

生活に活かしている。災害に備え、水、米、乾物、

救急箱などを準備している。

○災害対策

自

己 次のステップに向けて期待したい内容

外

部

外部評価

実践状況 実践状況

自己評価

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握

し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな

暮らしを楽しむことができるよう支援している

29

難聴がありながらも、一人で外出がしたい

希望があり、ﾀｸｼーの運転手さんへ、筆談で

伝えて下さいとお願いしたり、事前に商店の

かたにも伝え目的が果たせるよう配慮した。

○かかりつけ医の受診支援

ﾎｰﾑ内の看護師が休みの時は状態を伝

え、主治医への連絡、相談もおこない受診

やﾎｰﾑへの往診などもしてもらっている。

30 （11）
受診は主に管理者が行い、状態変化時は必ず家

族に連絡している。必要に応じて家族も同席し、

一緒に受診結果を聞かれている。協力医療機関

（五島ふれあい診療所）からの往診もあり、２４時

間体制で主治医と連携が取れるため、職員の安

心になっている。

ご本人やご家族には入居時に、医療を受ける際

のご希望をお聞きし、要望に沿って対応してい

る。身体状態の異変や異常には、早期発見、受

診を心がけ症状に寄っては、医療機関をご家族

と相談しながら選んでいる。

○地域資源との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気

づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え

て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を

受けられるように支援している

○看護職との協働

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納

得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き

ながら、適切な医療を受けられるように支援して

いる

31

○入退院時の医療機関との協働

入退院時は、管理者や看護師が責任を持っ

て対応にあたり、病院内の連携室と相談を

おこないご家族にも伝え理解と了解を得る

ようにしている。

利用者が入院した際、安心して治療できるように、

又、できるだけ早期に退院できるように、病院関

係者との情報交換や相談に努めている。あるい

は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている。

32

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
入居時から、ご本人、ご家族の意向などを

お聞きしている。重度化した場合や終末期

にどのようにしたいのかなどもお聞きして話

し合いもしている。ﾎｰﾑ内でできること、でき

ずらい事なども明確にし、ご家族、主治医と

連携し取り組む姿勢を示している。

「最期はここで・・」と希望される方も多く、お墓へ

の思いを伝えて下さっている方もおられる。｢終末

期の介護も、心を込めて行う事」と言う、全職員の

共通方針のもと、随時、医師や家族との話し合い

を続け、職員全員で終末期ｹｱが行われている。

施設長も看護師であり、職員も必要時に相談がで

きている。

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職

員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行

い、実践力を身に付けている

34

重度化した場合や終末期のあり方について、早い

段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所

でできることを十分に説明しながら方針を共有し、

地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

急変時や事故発生時のマニュアルもあり、

看護師から学ぶ機会もあるが、いざという時

はパニックになる。

○急変や事故発生時の備え
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ご利用者の気分をこわさないような声かけ

や、ｺﾐﾆｹｰｼｮﾝのとりかたについては、常に

話し合いをおこない対応に心がけている。

外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

外

部

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

手伝いごとなどや食べ物、飲み物などもで

きるだけ選択の幅をもたせご本人の希望に

そうようにしている。（自分で決められてい

る）

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを

損ねない言葉かけや対応をしている

36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
ご利用者は人生の大先輩であり、「ご利用者から

学ばせて頂く」という姿勢を大切にされている。声

の大きさと言葉遣いにも配慮しており、ご本人にも

確認し、昔の馴染みの呼び名を使わせて頂いて

いる方もおられる。個人情報の管理も徹底してい

る。

39

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自

己決定できるように働きかけている

そのひとらしさを大事にし自分のﾍﾟｰｽで過

ごされている。職員も待つ姿勢で臨むように

している。「今日は何をしましょうかね」と問う

と天気がいい日は買い物、散歩との声が多

い。

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一

人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように

過ごしたいか、希望にそって支援している

○日々のその人らしい暮らし

○身だしなみやおしゃれの支援

38

行きつけの美容院にいきたい時は、予約を

入れたり、送り迎えの支援もしている。外出

時はお化粧をしたり、洋服を選ぶお手伝い

もしている。

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好

みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準

備や食事、片付けをしている

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように

支援している

旬のもの（ﾂﾜ、ﾌｷ、ソラ豆、ｸﾞﾘﾝﾋﾟｰｽなど）

を職員もいち早く食べていただこうと、持っ

てきて皆で処理して食べることが楽しみであ

る。ｶﾚーや麺類、肉類が苦手な方には別ﾒ

ﾆｭｰにしている。

41

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援 米や野菜などを社長が作られており、新鮮な食材

が使われている。ご利用者と買い物に行き、食材

を選んで頂いている。ｷﾋﾞﾅをおびいたり、下膳な

どもして下さり、ご利用者が別の方の料理の刻み

もして下さっている。今後も、職員も一緒に食事を

する機会を増やす予定である。

○栄養摂取や水分確保の支援

摂取量、水分は毎日把握し、日中足りない

分は、夜間時に摂っていただいている。嚥

下困難な方がおられ、刻み、とろみをつけた

りしている。

毎食後は、歯磨き、義歯洗い、口腔ｹｱー時

は舌状ブラシを使いおこなっている。１週間

に１回義歯洗浄液に浸している。ご本人にし

ていただくが、仕上げは職員がすることもあ

る。

自己評価

○口腔内の清潔保持

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて

確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に

応じた支援をしている

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一

人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ

アをしている

42



個々のファイルに処方せんを貼っているので、ど

んな薬をのんでいるかは、直ぐ職員は解るように

している。副作用などについて、ｽﾀｯﾌﾉｰﾄを活用

したりして把握に努めている。確実に服用できて

いるかの確認もおこなっている。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用

法や用量について理解しており、服薬の支援と症

状の変化の確認に努めている

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ

て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支

援している

○安眠や休息の支援

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か

けられるよう支援に努めている。又、普段は行け

ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族

や地域の人々と協力しながら出かけられるように

支援している

外出好きな方が多く、周辺の散歩を楽しまれてい

る。ﾘﾌﾄ車もあり、車いす利用の方もﾄﾞﾗｲﾌﾞに行か

れており、「ここに来てた」等の昔話が盛り上がっ

ている。季節に応じた花見も行われ、空港で飛行

機の見学をされたり、牛舎で子牛の成長を見る事

を楽しみにされている方もおられる。ｼﾃｨｰﾓｰﾙで

の買い物や外食にも行かれている。

野菜の下処理、切ることの得意な方もおら

れ毎日のようにして下さる。新聞折りや、ゴ

ミ箱作り、編み物など個々の趣味やできるこ

とを継続している。

天気がいい日は日向ぼっこ、ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷで昼食を

したり、散歩、ドライブ、花見、買い物などの外出

支援もしている。市街にいる子供さん方が帰省さ

れたときは、外出、外泊ができないかお聞きし、

ご家族や、親戚の方々と過ごせるよう時間をつ

くっていただけるよう、声かけをおこなっている。

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一

人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、

楽しみごと、気分転換等の支援をしている

48 ○役割、楽しみごとの支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を

楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決

めてしまわずに、個々にそった支援をしている

お風呂好きな方ばかりで、ご希望に応じて入浴さ

れている。湯船に浸かる方が多いが、湯船に入る

事が怖い方は、足浴をしながらｼｬﾜｰ浴をしてい

る。排泄の失敗時や発汗が多い時等は適宜入浴

を行い、入浴時は職員との昔話を楽しまれ、柚子

湯も楽しまれている。

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

47

日中倦怠表情がみられる時は、居室で休んでい

ただくなど適時休めるよう無理のない生活が送

れるよう支援している。睡眠状態の把握もおこな

い日中の過ごし方にも配慮している。布団干しも

こまめにおこない気持ちよく休めるようにしてい

る。

夏場は３～４回、冬場は２～３回入っていた

だいている。早めの時間がいい人、遅めが

いい人、湯船に長く入っている方、個々に

寄って支援をしている。

46

○便秘の予防と対応

便歩気味のご利用者さんには、原因と思わ

れることをみつけ、薬を増やさずバナナ、牛

乳、水分を多めに摂っていただいたり、イモ

類やﾖｰｸﾞﾙﾄなどを勧めている。

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり

の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで

の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

排泄ﾁｪｯｸを用いて、排泄状況が全職員わ

かるようにして支援に努めている。特に食後

は排便がみられることが多いので声かけし

トイレ誘導を試みている。

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工

夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に

取り組んでいる

44

自

己

外

部

自己評価

ﾄｲﾚでの排泄を大切にされている。ﾄｲﾚに行かれ

る事を拒まれる方もおられ、職員が交代したり、尿

取りﾊﾟｯﾄﾞが汚れる事でのｺｽﾄを説明し、ｽﾑｰｽﾞにﾄ

ｲﾚ誘導ができるようになった方もおられる。自然

排便ができるように医療連携も行い、引き続きの

検討を続けていく予定である。

外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

43 （16） ○排泄の自立支援



建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ

と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活

が送れるように工夫している

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

入居時に、写真、飾り物、ぬいぐるみなどを

もってこられている。自宅で使っていた洋服

入れももってこられ、不安なく自由に出し入

れされている。

歩行障害などがある方には、なるべくトイ

レ、洗面所に近い場所に席を用意してい

る。トイレの場所や居室がわかるように花で

目印をつけたり、名前を大きく書いている。

（20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞと畳の２種類の部屋がある。畳の上に

横になって本を読まれたり、畳に座って編み物

をされる方もおられる。時計の高さも見やすい

位置に掛けられており、ﾀﾝｽや椅子、鏡台など

も持ち込まれ、愛用のﾍｱﾌﾞﾗｼや化粧品を使わ

れている方もおられる。

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談

しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし

て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい

る

54

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利

用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の

工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

ﾎｰﾙやｳｯﾄﾞﾃﾞｯﾃﾞｷの長椅子では、なじみの

方々が過ごせる場所がある。ﾎｰﾙの畳で過

ごされたりされている。

53

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

ﾎｰﾙから玄関への出入りが自由にでき、玄関の

両横には、四季の花を植えている。職員もバタバ

タと行動しないようにしたり、調理の時は鍋蓋な

ど落とすことでびっくりすることがないよう注意し

ている。ﾎｰﾙでは有線の音楽を流し、童謡がか

かると口ずさんでいる。

ﾘﾋﾞﾝｸﾞでは調理の音を聞きながら、団欒されてい

る。料理の本を読まれる方や、畳の間では洗濯物

をたたむ姿も日常で、ゆったりとした時間が流れ

ている。廊下の奥には日向ぼっこのできる木の椅

子があり、外を眺めながら過ごされている。草取り

が大好きな方もおられ、職員と一緒に草取りをさ

れている。

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴

室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま

ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな

いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、

居心地よく過ごせるような工夫をしている

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50
ご本人さんがお金の管理ができる状況を判

断し、使えるお金をご家族からあずかるよう

にしている。買い物に行かれる時は、自分

で支払いをされている。職員がおつりなどの

確認をさせてもらっている。

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し

ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所

持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

必要性やご本人さんの希望に応じて、ご家

族や友人などに電話を繋いだり、手紙を出

したり、年賀状を購入したりの支援をしてい

る。

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙

のやり取りができるように支援をしている

○お金の所持や使うことの支援

自

己

外

部

自己評価

実践状況

外部評価


